
2020年3月期 第2四半期 
ＪＡ三井リース連結決算の概況 

※本資料は情報提供のみを目的としたものであります。また本資料には現時点で入手可能な情報に基づく将来予測値が 

  含まれておりますが、実際の業績は将来の様々な要因により変動することがありますのでご留意ください。 
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１．決算概況 

（単位:億円） 決算サマリー 

売上高 2,176 2,126 2,181 ＋55 ＋2.6% 4,578

営業利益 99 99 76 △23 △23.9% 236

経常利益 99 88 79 △9 △10.2% 246

親会社株主に帰属する
四半期純利益 72 61 54 △6 △11.2% 170

契約実行高 2,863 2,913 2,978 ＋65 ＋2.2%

'18年3月末 '19年3月末 '19年9月末
前期末比

（額）
前期末比

（率）

総資産（*1） 16,463 17,106 17,142 ＋36 ＋0.2%

営業資産 15,149 15,768 15,884 ＋115 ＋0.7%

有利子負債 12,950 13,518 13,563 ＋44 ＋0.3%

純資産 2,140 2,202 2,181 △21 △1.0%

自己資本比率 12.8% 12.7% 12.6% △0.2pt -

（*1）「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等を2019年3月期の期首から適用しており、2018年3月末については、遡及適用後の数値を記載しております。

前年同期比
（率）

 '20年3月期（予想）
前年同期比

(額）'18年9月期 '19年9月期'17年9月期
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比較損益計算書 （単位:億円） 

 売上利益 

  リース資産売却益が減少も、ファイナンス収益  

  の増加により、前年同期比△4億円。  

 

 経常利益 

  資金原価及び貸倒引当金繰入が増加も、為 

  替差損の減少により、前年同期比△9億円。 

 

２．損益の状況 

主な内容 
売上高 2,176 2,126 2,181 ＋55

リース 1,859 1,815 1,845 ＋29

割賦 204 192 186 △6

ファイナンス 68 77 85 ＋7

その他 44 41 64 ＋23

売上利益 266 281 276 △4

リース 173 180 162 △17

割賦 15 13 13 △0

ファイナンス 66 76 84 ＋7

その他 10 9 15 ＋5

資金原価 53 61 68 ＋7

212 219 207 △12

販管費 112 119 131 ＋11

一般経費 120 119 123 ＋4

のれん償却 0 0 ― △0

貸倒引当金繰入 △8 0 7 ＋7

99 99 76 △23

営業外損益 △0 △11 3 ＋14

99 88 79 △9

特別利益 0 1 0 △1

特別損失 0 0 0 ＋0

99 90 79 △10

法人税等 26 25 24 △0

72 61 54 △6

(*1）親会社株主に帰属する四半期純利益の金額を表示

売上総利益

営業利益

経常利益

税引前利益

当期純利益(*1）

前年同期比'17年9月期 '18年9月期 '19年9月期
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比較貸借対照表（主要項目） （単位:億円） 

３．バランスシートの状況 

 営業資産残高 

   ・ファイナンス資産は、前期実行大口案件の  

   満了により、前期末比106億円減少。 

  ・その他資産は、不動産分野での取組み等に 

   より、前期末比136億円増加。 

  

主な内容 
'18年3月末 '19年3月末 '19年9月末 前期末比

総資産 16,463 17,106 17,142 ＋36

現預金 361 320 307 △13

営業資産 15,149 15,768 15,884 ＋115

リース 10,091 10,427 10,481 ＋53

割賦 1,279 1,278 1,310 ＋32

ファイナンス 3,653 3,877 3,770 △106

その他 124 184 321 ＋136

有利子負債 12,950 13,518 13,563 ＋44

短期 7,266 7,975 7,934 △40

長期 5,683 5,543 5,628 ＋84

純資産 2,140 2,202 2,181 △21

株主資本 2,118 2,211 2,193 △18

その他の包括利益累計額 △ 9 △ 36 △ 39 △3

非支配株主持分 30 27 27 ＋0

自己資本比率（*1） 12.8% 12.7% 12.6% △0.2pt

（*1）自己資本比率：(純資産-非支配株主持分）÷総資産



４．営業資産残高の状況（１） 
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契約種別営業資産残高 国内・海外別営業資産残高 （契約種別シェア：％） 

※2019年3月期より海外営業資産の集計基準を変更した為、2018年3月末の海外営業資産についても遡及して修正しております。 
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４．営業資産残高の状況（２） 

（単位:億円） 事業領域別営業資産残高の推移 

「モノ」の市場価値・利用価値に
着目したビジネス 

事業開発型ビジネス・金融起点ビ
ジネス 

半導体・輸送・機械・環境・ 
医療・不動産等の専門営業部 

海外現地法人・海外支店 

モノ・事業・金融起点ビジネス 

当社の独自性が発揮できる食 

     農分野 

今後の成長が期待できるICT分
野 

農林水産・流通・ICTなどの専門
営業部 

 

独自性発揮・成長分野 

本社専門営業部の専門性と国内
津々浦々の営業拠点を活用した
ビジネス 

 

エリアの各営業部 

国内関係会社 

 

国内エリア分野 

'19年3月末 '19年9月末 前期末比

15,768                     15,884                     ＋115

モノ・事業・金融起点ビジネス 6,597                       6,695                       ＋97

41.8% 42.2%

独自性発揮・成長分野 3,578                       3,736                       ＋157

22.7% 23.5%

国内エリア分野 5,530                       5,423                       △106

35.1% 34.1%

その他営業資産、調整・消去 61                            28                            △32

2,717                       2,719                       ＋1

上段：営業資産残高　下段：構成比

営業資産残高

（内、海外営業資産残高）
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海外地域別営業資産残高（2019年9月末現在） 

４．営業資産残高の状況（３） 

アジア 

主要拠点 

 米国 

米州 
欧州、その他 

  

 ■ 2018年3月末 

 ■ 2019年3月末 

 ■ 2019年9月末 

 

主要拠点 

 インドネシア 

 シンガポール 

 台湾 

（単位:億円） 



５．営業の状況 契約実行高 
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契約実行高 （単位：億円） 契約実行高の推移 （契約種別シェア：％） 

主な内容 

 リース 

商業用設備は減少も、ICT分野などが堅調に推移。 

 その他 

不動産分野の大口案件取組みが寄与。 

商業及び
サービス業用設備

311 303 242 △60

情報通信機器
・事務機器

497 511 623 ＋112

産業機械・工作機械
・土木建設機械

478 445 385 △59

輸送機器 231 245 231 △13

医療機器 65 55 58 ＋2

その他 217 259 237 △21

リース　計 1,802 1,820 1,780 △39

267 277 308 ＋30

751 752 701 △50

42 63 188 ＋124

2,863 2,913 2,978 ＋65

'17年9月期 '18年9月期 '19年9月期 前年同期比

リ
ー

ス

合計

割賦

ファイナンス

その他



６．資金調達の状況（１） 
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資金調達構造（期末残高の推移） 

※短期借入には一年内返済予定長期借入金を含む 



６．資金調達の状況（２） 
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資金調達残高推移 格付情報（2019年9月末現在） 

長短資金調達推移 

資金コスト推移 

（単位:億円） 

（単位:億円） 

（単位:億円） 

主な取引金融機関 

農林中央金庫 

株式会社三井住友銀行 

三井住友信託銀行株式会社 

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 

株式会社みずほ銀行 

株式会社日本政策投資銀行 

日本生命保険相互会社 

信金中央金庫 

全国３２のＪＡ信連等 

(格付投資情報センター)

(日本格付研究所)

a-1
(CP発行限度額：4,500億円)

R&I

長期 A－
（方向性： 安定的）

J-1
(CP発行限度額：4,500億円)

JCR

長期 A
（見通し： 安定的）

短期

短期

構成比 構成比 構成比

短　期 （*1） 7,266 56.1% 7,975 59.0% 7,934 58.5% △40

長　期 5,683 43.9% 5,543 41.0% 5,628 41.5% ＋84

合　計 12,950 100.0% 13,518 100.0% 13,563 100.0% ＋44

（*1） 一年以内返済予定の長期債務を含む

'18年3月末 '19年3月末 '19年9月末
前期末比

資金コスト（*2） ＋7

（*2） 資金コスト=資金原価＋支払利息

55 62 70

'17年9月期 '18年9月期 '19年9月期 前年同期比

構成比 構成比 構成比

間接調達 7,626 58.9% 8,039 59.5% 8,091 59.7% ＋52

社債 800 6.2% 1,000 7.4% 1,000 7.4% ± 0

ＣＰ 3,829 29.6% 3,749 27.7% 3,689 27.2% △59

流動化 694 5.3% 729 5.4% 782 5.7% ＋52

直接調達 5,324 41.1% 5,479 40.5% 5,472 40.3% △7

合　計 12,950 100.0% 13,518 100.0% 13,563 100.0% ＋44

'18年3月末 '19年3月末 '19年9月末
前期末比
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７．中期経営計画概要（２０１７年４月～２０２０年３月）  
「Real Change 2020」 

～独自性の追求による事業の発展を通じたプレゼンス向上と企業価値最大化～ 

基本方針 

I. 専門性を極めたユニークな営業の柱の構築による収益の多様化 

II. 戦略的アライアンス・買収を通じた事業推進力の強化 

III. 経営資源の戦略的配分と成長を後押しする多様な人材力の強化 

IV. 企業の成長基盤となる「規律あるマネジメント態勢」の確立 

◆戦略分野             ◆注力分野             

定量目標 

食農 ICT 環境ｴﾈﾙｷﾞｰ ﾒﾃﾞｨｶﾙ・医療ﾓｰﾙ 自動車  半導体 

不動産 流通・物流 機械 船舶・貨車・航空機 

税引前当期純利益 244億円 240億円 79億円 246億円

ROA※ 1.48% 1.56% 1.06% 1.53%

営業資産残高 15,149億円 15,768億円 15,884億円 16,092億円

2018年3月期

（実績）

2020年3月期

（通期予想）

※信用コスト控除前営業利益/営業資産残高（％）、2020年3月期第2四半期累計（実績）は年換算値となります。

2019年3月期

（実績）

2020年3月期

第2四半期累計（実績）



８．２０１９年度 ＴＯＰＩＣＳ 
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TOPICS①米国独立系リース会社「First Financial Corporate Services,Inc」の全株式を取得 

 米国独立系リース会社であるFirst Financial Corporate Services,Inc．(本社：カリフォルニア州)の全株
式を取得し連結子会社化。 

 First Financialは、オペレーティングリース事業を全米に展開。営業・ミドル・バックオフィス機能を有しているため、
当社グループの北米事業プラットフォームとして同事業の中核を担っていく。今後は、当社と連携した営業推進等
により、従来以上に付加価値の高いサービスを展開していく。 

First Financialの概要 

会社名 First Financial Corporate Services,Inc． 

所在地  711 Kimberly Ave, Ste 160 Placentia, CA 92870 

設立年月  2000年3月 

保有リース資産  約1.7億ドル 

事業内容 
 ヘルスケア(主に病院)・マテリアルハンドリング(フォークリフト等の産業分野)・ITの3分野に対す 
 るオペレーティングリースを主体とした事業 



８．２０１９年度 ＴＯＰＩＣＳ 
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TOPICS②ＣＶＣを活用したベンチャー企業への出資を加速 

プランティオへの出資 HRBrainへの出資 

 人事評価プロセスを効率化する人事評価クラウド
「HRBrain」を提供する株式会社HRBrainに出資。 

 今後は、ファイナンス機能の提供や全国に拡がる顧
客網を活かした営業協力等、 HRBrainの成長を
後押しするための連携を進めていく。 

 アーバンファーミング（都市型農園）を展開するプラ
ンティオ株式会社に出資。 

 今後は、ファイナンス機能提供や食農分野における
協業を通じて、プランティオの事業展開を支援してい
く。 



８．２０１９年度 ＴＯＰＩＣＳ 
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GROUNDへの出資 

 AI・ロボティクスなどの先端テクノロジーを活用した物流ソリューションを提供し、国内外の物流改革を目
指すGROUND株式会社に出資。 

 今後は、GROUNDが企画・開発・提供するテクノロジーソリューションをサブスクリプション等の柔軟な販
売手法で展開できるよう協業することで、同社の成長を後押ししていく。 

TOPICS②ＣＶＣを活用したベンチャー企業への出資を加速 



添付資料 
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（単位：百万円）

資産の部 負債の部

流動資産 1,560,037 流動負債 898,381

現金及び預金 30,741 支払手形及び買掛金 50,243

受取手形 2 短期借入金 251,705

割賦債権 142,818 1年内償還予定の社債 10,000

リース債権及びリース投資資産 960,233 1年内返済予定の長期借入金 133,419

営業貸付金 306,537 コマーシャル・ペーパー 368,971

その他の営業貸付債権 62,530 債権流動化に伴う支払債務 29,401

賃貸料等未収入金 2,687 リース債務 8,732

その他の営業資産 10,248 未払法人税等 1,189

有価証券 1,349 割賦未実現利益 11,738

商品 20,160 賞与引当金 1,153

その他 26,073 役員賞与引当金 11

貸倒引当金 △ 3,346 資産除去債務 1,374

その他 30,442

固定資産 154,261 固定負債 597,796

有形固定資産 94,610 社債 90,000

賃貸資産 92,678 長期借入金 424,030

賃貸資産 87,567 債権流動化に伴う長期支払債務 48,837

賃貸資産前渡金 5,111 退職給付に係る負債 6,512

社用資産 1,932 預り保証金 25,868

資産除去債務 448

その他 2,100

無形固定資産 3,635 負債合計 1,496,177

賃貸資産 370 純資産の部

ソフトウエア 2,639

その他 625 株主資本 219,375

資本金 32,000

資本剰余金 66,281

利益剰余金 121,093  

投資その他の資産 56,015 その他の包括利益累計額  △ 3,994  

投資有価証券 41,628 その他有価証券評価差額金 2,734

破産更生債権等 3,476 繰延ヘッジ損益 △ 94

その他 13,259 為替換算調整勘定 △ 5,706

貸倒引当金 △ 2,349 退職給付に係る調整累計額 △ 927

非支配株主持分 2,740

純資産合計 218,120

資産合計 1,714,298 負債純資産合計 1,714,298

四半期連結貸借対照表
2019年9月30日現在

科              目 金          額 科              目 金          額



（単位：百万円）

売上高 218,198

売上原価 197,467

売上総利益 20,730

販売費及び一般管理費 13,130

営業利益 7,600

営業外収益

受取利息 100

受取配当金 261

持分法による投資利益 112

為替差益 104

その他 34 613

営業外費用

支払利息 138

社債発行費 113

その他 0 252

経常利益 7,960

特別利益

固定資産売却益 7 7

特別損失

固定資産除売却損 4

ゴルフ会員権評価損 4 8

税金等調整前四半期純利益 7,960

法人税等 2,496

四半期純利益 5,464

非支配株主に帰属する四半期純利益 41

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,422

四半期連結損益計算書

科 目 金 額

自　2019年4月1日　　至　2019年9月30日


